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詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研酪農試験場　草地研究部　飼料環境グループ　松本　武彦

電話（0153）72－2843　FAX（0153）73－5329

E-mail　matsumoto-takehiko@hro.or.jp

図１　肥料設置後の積算窒素溶出率1,2)

１)2017年の酪農試における結果．肥料設置は5/1．

２)図中の点線は１番草、長鎖線は２番草の収穫日．

図２　１番草収穫10日後の積算窒素溶出率と２番

　　　草増収量との関係
１)対照区との差引による値．２)**p<0.01．

表２　現地試験における乾物収量、牧草中肥料成分含有率および冠部被度

表１　場内試験における乾物収量および窒素吸収量（単年施用試験、３年の平均値）1,2)


